
【縮刷版・非売品】 

【学力試験】 
・一般選抜１期 問題・解答
・一般選抜 2期 問題・解答

【鉛筆デッサン試験】 
・一般選抜 1期／3 年次編入選抜 問題
・一般選抜 2期 問題
・一般選抜 3期 問題

【作文（文章表現）試験】 
・総合型選抜[留学生]1 期 問題
・総合型選抜[留学生]2 期 問題
・総合型選抜[留学生]3 期 問題

【小論文試験】 
・3年次編入選抜 問題
・一般選抜 3期 問題 



英語試験問題



第１問
空所 ～ に入れるのに最も適当なものを，それぞれ下の○1～○4の中から

1つずつ選びなさい。
［ 解答番号 ～ ］

問1

○1
○2
○3
○4

問2

○1
○2
○3
○4

問3

○1
○2
○3
○4

問4

○1
○2
○3
○4

問5

○1
○2
○3
○4
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問6

○1
○2
○3
○4

問7

○1
○2
○3
○4

問8

○1
○2
○3
○4

問9

○1
○2
○3
○4

問10

○1
○2
○3
○4

― 3 ―



第2問
日本文とほぼ同じ意味になるように○1～○5の語句を空所に入れて英文を完成させ，空所

～ に入る語 (句) の番号を答えなさい。ただし，文頭に入る語もすべて小
文字で与えられています。
［ 解答番号 ～ ］

問1 一つお願いをしてもいいですか？

○1
○2
○3
○4
○5

問2 パーティーに何を持っていけばいいか教えてください。

○1
○2
○3
○4
○5

問3 私は隣に座っている女の子から鉛筆を借りました。

○1
○2
○3
○4
○5
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問4 きのう私は彼女が私の知らない人と歩いているのを見ました。

○1
○2
○3
○4
○5

問5 コンピュータのこととなると，彼はちょっとしたエキスパートです。

○1
○2
○3
○4
○5
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第3問
次の英文の空所 ～ に入れるのに最も適当なものを，下の○1～○7の中から

1つずつ選びなさい。同じものは選べません。
［ 解答番号 ～ ］

：
： ̶
：

： ̶

：

：

：

：

：

：

〔注〕 ：公式 ：方程式 ：代数(学)
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○1
○2
○3
○4
○5
○6
○7
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第4問
次の英文を読み，あとの問い（問1～5）の ～ に入れるのに最も適当な

ものを，それぞれ下の○1～○4のうちから1つずつ選びなさい。
［ 解答番号 ～ ］

- -

-

‶ "

‶ "

(出典は，
( ))

― 8 ―

問1

○1
○2
○3
○4

問2

○1
○2
○3
○4

問3

○1
○2
○3
○4 ‶ "

問4

○1
○2
○3
○4

問5

○1
○2
○3
○4

― 9 ―

著作権の関係上省略しています。

テキストボックス








著作権の関係上省略しています。



第5問
次の英文を読み，問いに答えなさい。
［ 解答番号 ～ ］

⑴

① -

②

‶ "

⑵

③

④

(出典は， (成美堂))
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〔注〕 ：引き起こす ：怒らせる

問1 下線部⑴の意味に最も近いものを，下の○1～○4のうちから1つ選びなさい。

○1
○2
○3
○4

問2 下線部⑵の意味に最も近いものを，下の○1～○4のうちから1つ選びなさい。

○1 自分のアイデンティティーを守る
○2 怒りを抑える
○3 秘密が漏れないようにする
○4 日記を継続する

問3 下線部①～④の語のうちで の意味に最も近いものを1つ選びなさい。

○1
○2
○3
○4

問4 空所⑶，⑷に入れるものの組み合わせとして最も適当なものを，下の○1～○4のうちか
ら1つ選びなさい。

○1 ⑶ ⑷
○2 ⑶ ⑷
○3 ⑶ ⑷
○4 ⑶ ⑷
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テキストボックス










　　著作権の関係上省略しています。



問5 次の問い⑴～⑷の ～ に入れるのに最も適当なものを，それぞれ○1～
○4のうちから1つ選びなさい。

⑴

○1
○2
○3
○4

⑵

○1
○2
○3
○4

⑶ ‶ "

○1
○2
○3
○4

⑷

○1
○2
○3
○4

問6 本文の内容と一致するものを，次の○1～○5のうちから2つ選び，番号で答えなさい。
ただし，解答の順序は問いません。 ～

○1
○2
○3
○4
○5 ‶ "

（英語ここでおわり）
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数学試験問題



数学について注意事項

1 問題の文中の 1 ， 2 3 などには，特に指示のないかぎり，符号（ ○，○），ま
たは数字（ ～ ）が入ります。1，2，3，…の一つ一つは，これらのいずれか一つ
に対応します。これらを解答用紙の 1，2，3，…で示された解答欄に答えなさい。
選択肢からの解答を選ぶ場合，解答する時は，○3は3と記入すれば良い。また，符号
（ ○，○）も ， のように解答欄に記入すれば良い。

2 同一の問題文中に 1 ， 2 3 などが2度以上現れる場合，原則として，2度目
以降および解答の仕方に関する説明については 1 ， 2 3 のように細字で表記
します。

3 分数の形で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけません。

例えば，
4 5
6

に と答えたいときは， として答えなさい。

また，それ以上約分できない形で答えなさい。

例えば，
7
8
に と答えるところを， のように答えてはいけません。

4 根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさい。

例えば， 9 10 に と答えるところを， のように答えてはいけません。

5 比の形で解答する場合，最も簡単な整数の比で答えなさい。
例えば， 11 12 に と答えるところを， のように答えてはいけません。
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Ⅰ 次の 1 ～ 24 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

〔1〕 の満たす式 ……① について さんと さんが次のように話して

いる。

：①を満たす に対して， の値を求めてみてください。

：①の両辺に をかけると， の 次方程式

1 2
をつくることができました。これを解くと

3 4

となるので，これらを に代入して計算してみようと思うのですが，な

んだか手間がかかりそうです。

：その方法でも解答することはできますが，展開公式

から対称式の変形公式 を考えてみて下さい。

： ， をそれぞれ ， とおけばよいわけですね。

だから，①から簡単に 5 6 と計算できました。

：正解ですね。それでは，同様に の値を求めてみてください。

：今度は，展開公式 7 8 を利用した対称
式の変形公式を用いればよいのですね。

9

10

を計算して， 11 12 となりました。

：正解ですね。
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〔2〕 底面の半径が で母線の長さが である円すいについて， さんと さんが次
のように話している。

〈参考図〉

4

5

：底面の円の中心と頂点を結ぶ直線が底面に垂直
である円すいを，とくに「直円すい」といいま
すが，ここでは単に円すいということにします。
まずは，この円すいの高さを求めてみて下さい。

：高さは 13 になりました。
：正解です。簡単ですね。それでは，この円すい
の体積を求めてみてください。

：底面積は半径 の円の面積ですから，先ほど求めた高さを用いて，円すいの体

積は 14 15 になりました。
：正解です。それでは，今度はこの円すいを底面と平行で底面からの距離が円す
いの高さのちょうど半分になる平面で切って つの立体に分けます。すると，
上側の立体は円すいになりますが，その体積を求めてみてください。

：上側の円すいは底面の半径が 16 になるので，体積は 17 になりました。
：正解ですね。上側の円すいと元の円すいは相似で，相似比が 18 19 で
すから，体積比が 20 21 になることからも，上側の円すいの体積を求
めることができますね。すると， つの立体のうち下側の立体の体積も求める
ことができますね。

：下側の立体の体積は 22 23 になりました。

：正解です。円すいを底面に平行な平面で切って つの立体に分けてできた下側

の部分の立体を「円すい台」といいます。円すい台の つの円の半径を ， ，

高さを とすると，円すい台の体積 は

b

〈参考図〉

h

a

24

となります。導くのはなかなか難しいのです
が，本問の数値を参考にして 24 に当ては
まる数を求めてみて下さい。
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Ⅱ 次の 1 ～ 9 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

下の表は，ある大学の 人の学生から，この一週間に学生ラウンジを利用した回数
を調査した回答結果である。

⑴ 1 であり，とくに のとき利用回数の平均値は 2 3 回で

あり，第 四分位数は 4 5 回，第 四分位数は 6 回である。

⑵ このデータの中央値が 回であるとき， 7 ， 8 であり，このデータ
の四分位範囲は 9 回である。

― 17 ―

利用回数

回答者数



Ⅲ 次の 1 ～ 10 11 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

次関数 について

⑴ のグラフの頂点の座標は 1 2 3 である。

また，定義域 における 次関数 の最大値と最小値の差は 4 5
である。

⑵ を実数の定数とする。 次関数 のグラフと直線 がただ つの共

有点をもつとき 6 7 8 であり，共有点の座標は 9 10 11
である。
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Ⅳ 次の 1 ～ 11 12 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

点 は正四面体 の つの頂点を， 回の移動で今ある点以外の つの頂点の

うちのいずれか 点に，それぞれ の確率で移動する。点 は初め頂点 にあるとす

る。このとき

⑴ 回の移動後に点 が頂点 にある確率は
1

2
である。また， 回の移動後に

点 が頂点 にある確率は
3

4
である。

⑵ 点 が 回の移動後に頂点 にあり，かつ次の 回目の移動後に頂点 にある確

率は
5

6 7
である。また，点 が 回の移動後に頂点 にある確率は

8

9

である。

⑶ 点 が 回の移動後に頂点 にある確率は
10

11 12
である。

― 19 ―



Ⅴ 次の 1 ～ 11 12 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

， ， である三角形 について

⑴ 1 である。また，
2

3
であり，三角形 の面積

は 4 5 6 ，内接円の半径は 7 である。

⑵ 三角形 の内接円の中心を とし，直線 と辺 の交点を ，直線 と

辺 の交点を とすると，三角形 の面積は
8 9 10

11 12
である。

（数学ここでおわり）

― 20 ―

問
6

本
文
の
筆
者
「
高
村
光
太
郎
」
の
代
表
作
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

39

○1

伊
豆
の
踊
子

○2

月
に
吠
え
る

○3

破
戒

○4

み
だ
れ
髪

○5

道
程

（
国
語
こ
こ
で
お
わ
り
）

― 21 ― （国― 17）



問
3

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

Ⅰ

32

Ⅱ

33

Ⅲ

34

Ⅳ

35

Ⅴ

36

○1

人
類
性

○2

時
間
性

○3

永
遠
性

○4

通
俗
性

○5

空
間
性

問
4

傍
線
部
Ｂ
「
ニ
ヒ
ル
」
に
相
当
す
る
日
本
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

37

○1

虚
実

○2

虚
弱

○3

虚
偽

○4

虚
無

○5

虚
栄

問
5

空
欄

Ｙ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

38

○1

感
覚
で
あ
っ
て
、
時
間
で
は
な
い

○2

創
作
で
も
あ
り
、
自
然
で
も
あ
る

○3

感
覚
で
も
な
く
、
時
間
で
も
な
い

○4

自
然
で
あ
っ
て
、
人
為
で
は
な
い

○5

予
約
で
あ
っ
て
、
予
期
で
は
な
い

― 22 ― （国― 16）

問
1

空
欄

Ｘ

に
は
「
永
遠
」
の
「
類
似
の
語
」
が
い
く
つ
か
入
っ
て
い
た
。
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
明
ら
か
に
お
か
し
い
(本
文
に
な
か
っ
た
語
)が
一

つ
あ
る
。
そ
れ
を
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

30

○1

永
久

○2

永
続

○3

不
断

○4

不
滅

○5

不
運

問
2

傍
線
部
Ａ
「
あ
な
が
ち
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

31

○1

明
ら
か
に

○2

あ
え
て
言
え
ば

○3

必
ず
し
も

○4

な
る
ほ
ど

○5

あ
た
か
も

― 23 ― （国― 15）



芸
術
に
於
け
る
永
遠
と
は

Ｙ

。
こ
れ
が
根
本
で
あ
る
。

一
つ
の
芸
術
作
品
の
持
つ
永
遠
性
と
は
、（
む
ろ
ん
価
値
の
持
続
性
を
含
む
が
、）
そ
の
作
品
の
力
が
内
具
す
る
永
遠
的
な
る
も
の
の
即
刻
即
時
に
於
け
る
被

享
受
性
で
あ
っ
て
、
決
し
て
永
遠
時
へ
の
予
約
や
予
期
で
は
な
い
。
そ
の
不
滅
と
は
不
滅
を
感
ぜ
し
め
る
力
で
あ
っ
て
、
決
し
て
不
滅
と
い
う
事
実
の
予
定
認

識
で
は
な
い
。
持
続
を
瞬
間
に
煮
つ
め
た
、
言
わ
ば
、
無
の
時
間
に
於
け
る
無﹅

限﹅

持﹅

続﹅

の﹅

感﹅

覚﹅

な
の
で
あ
る
。
明
日
焼
き
棄
て
ら
れ
る
事
の
決
定
し
て
い
る
作

品
に
も
わ
れ
わ
れ
は
永
遠
を
感
ず
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
し
、
有
る
と
思
え
ば
あ
り
無
い
と
思
え
ば
無
い
よ
う
な
、
あ
る
か
な
き
か
の
感
動
を
う
た
っ
た

詩
歌
に
も
わ
れ
わ
れ
は
永
遠
を
感
ず
る
。
前
者
は
物
質
上
、
後
者
は
内
容
上
に
永
遠
を
拒
否
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
芸
術
が
永
遠
を
欲
す
る
の
は

長
命
を
欲
す
る
の
で
な
く
し
て
、
性
格
を
欲
す
る
の
で
あ
る
。
芸
術
は
美
を
求
め
て
進
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
美
の
奥
に
は
お
の
ず
か
ら
永
遠
を
思
わ
せ
る
も

の
が
存
在
す
る
。
美
は
常
に
或
る
原
型
へ
と
人
を
誘
導
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

永
遠
の
時
間
性
は
又

Ⅲ

に
変
貌
し
て
高
度
な
普
遍
性
に
つ
な
が
る
。
こ
の
普
遍
性
は
所
謂

い
わ
ゆ
る

Ⅳ

と
は
峻
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
、
人
間
精
神

の
地
下
水
的
意
味
に
於
け
る
遍
漫
疏
通
の
強
力
な
照
応
で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
く
し
て
は
芸
術
の

Ⅴ

が
成
立
し
な
い
。
お
よ
そ
芸
術
上
の
大﹅

き﹅

さ﹅

と
は
こ

れ
を
意
味
す
る
。
真
に
独
自
の
大
き
さ
を
持
つ
芸
術
作
品
は
直た

だ

ち
に
人
に
う
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
必
ず
執
拗
な
抵
抗
を
う
け
る
。
不
可
解
の
た
め
で
あ
る
事
も

あ
り
、
解
り
過
ぎ
る
た
め
で
あ
る
事
も
あ
る
。
し
か
も
太
陽
が
霜
を
溶
か
す
よ
う
に
い
つ
の
間
に
か
人
心
の
内
部
に
し
み
渡
る
。
真
に
大
な
る
も
の
は
一
個
人

的
の
領
域
か
ら
脱
出
し
て
殆ほ
と
ん

ど
無
所
属
的
公
共
物
と
な
る
。
有
り
が
た
さ
が
有
り
が
た
く
な
く
な
る
ほ
ど
万
人
の
も
の
と
な
る
。「（
注
1
）
ベ
ト
オ
フ
ェ
ン
は
死
ん

だ
」
と
言
わ
れ
る
頃
、
ベ
ト
オ
フ
ェ
ン
は
人
類
の
心
に
隈
な
く
住
む
に
至
る
。
芸
術
上
の
大
を
持
た
な
い
作
品
は
特
殊
の
美
と
し
て
存
在
す
る
が
斯
の
如
き
悠

久
に
し
て
普
遍
の
感
を
持
た
な
い
。
偏
倚

へ
ん
き

の
美
乃
至

な
い
し（
注
2
）
パ
テ
チ
ッ
ク
の
美
は
斯
の
如
き
形
而
上
的
の
永
遠
を
持
た
な
い
。
し
か
も
世
界
に
星
の
真
砂

ま
さ
ご

の
如
く
、

恒
河
沙

ご
う
が
し
ゃ

数
の
如
く
き
ら
め
く
そ
う
い
う
明
滅
の
美
こ
そ
真
に
大
な
る
も
の
を
生
ま
し
め
る
豊
饒
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。

芸
術
上
の
こ
の
永
遠
性
が
何
処
か
ら
来
る
か
。
こ
れ
ば
か
り
は
如
何
い

か

に
論
議
を
重
ね
て
も
人
間
の
揣
摩

し

ま

の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
な
い
。
精
神
力
、
然し

か

り
。
叡
智
、

然
り
。
大
愛
、
然
り
。
熱
情
、
然
り
。
純
無
垢
、
然
り
。
技
能
、
然
り
。
結
局
人
間
精
神
と
技
術
芸
能
と
の
超
人
的
な
境
に
於
け
る
結
合
か
ら
来
る
の
で
あ
ろ

う
と
今
の
と
こ
ろ
平
凡
に
考
え
る
外
は
な
い
。

（
高
村
光
太
郎
「
永
遠
の
感
覚
」
）

（
注
1
）
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
こ
と

（
注
2
）
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク

哀
れ
を
誘
う
よ
う
な
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第
二
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

芸
術
上
で
わ
れ
わ
れ
が
常
に
思
考
す
る
永
遠
と
い
う
観
念
は
何
で
あ
ろ
う
。
永
遠
性
と
か
、
悠
久
性
と
か
い
う
の
は
一
体
何
の
事
で
あ
ろ
う
。

仮
に
類
似
の
言
葉
を
求
め
て
み
る
と
、

Ｘ

と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
れ
を
見
て
も
そ
の
根
本
の
観
念
と
し
て

Ⅰ

を
持
た
ぬ

も
の
は
な
い
。

永
遠
と
は
元
来
絶﹅

対﹅

に
属
す
る
性
質
で
、
無
始
無
終
で
あ
り
、
無﹅

限﹅

の
時
間
的
表
現
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
来
こ
れ
は
神
と
か
、
物
質
自
体
と
か
い
う

観
念
以
外
に
は
用
い
ら
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
は
ず
で
、
も
と
も
と
人
間
の
創
作
に
成
る
芸
術
圏
内
に
之こ

れ

を
使
う
の
は
言
葉
の
転
用
に
過
ぎ
な
い
。
或
る
一
つ
の

芸
術
作
品
が
永
遠
性
を
持
つ
と
い
う
の
は
、
既
に
作
ら
れ
た
も
の
が
、
或
る
個
人
的
観
念
を
離
れ
て
し
ま
っ
て
、
ま
る
で
無
始
の
太
元
か
ら
存
在
し
て
い
て
今

後
無
限
に
存
在
す
る
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。
夢
殿
の
観
世
音
像
は
誰
か
が
作
っ
た
と
い
う
感
じ
を
失
っ
て
し
ま
っ

て
、
ま
る
で
天
地
と
共
に
既
に
在
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
そ
し
て
天
地
と
共
に
悠
久
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
芸
術
の
究
極
の
境
は
こ
の
処
に

存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
芸
術
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
が
こ
の
永
遠
性
を
日
月
の
よ
う
に
尊
崇
し
、
今
日
あ
っ
て
明
日
は
無
い
よ
う
な
芸
術
的
生
命
か
ら

脱
却
し
た
い
と
思
う
の
は
、Ａ
あ
な
が
ち
た
だ
器
量
の
小
さ
い
の
徒
た
る
が
故ゆ

え

ば
か
り
で
は
な
く
、
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
其
処

そ

こ

へ
Ｂ
ニ
ヒ
ル
が
頭
を
出
す
。
永
遠
な
ど
と
い
う
事
が
あ
て
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
不
朽
、
不
滅
な
ど
と
い
う
の
は
あ
わ
れ
な
形
容
詞
に
過
ぎ
な

く
は
な
い
か
。
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
は
毎
日
毎
夜
崩
壊
を
つ
づ
け
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
古
彫
刻
と
て
高
が
五
十
世
紀
の
年
月
を
経
た
に
過
ぎ
ず
、ギ
リ
シ
ャ
、

ロ
ー
マ
の
古
美
術
も
大
半
は
残
欠
で
あ
り
、
天
地
の
悠
久
に
比
べ
て
斯か

く

の
如
き
も
の
を
永
遠
と
称
す
る
の
は
大お

お
い

に
甘
い
気
休
め
で
は
な
い
か
。
天
地
と
い
え

ど
も
壊
滅
は
予
約
さ
れ
て
い
る
し
、
第
一
、
自
己
が
死
ん
で
こ
の
世
に
消
滅
し
た
後
の
作
品
の
不
朽
と
否
と
を
心
に
か
け
る
と
い
う
事
自
身
が
既
に
卑
し
い

考か
ん
が
え

で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
関
心
事
一
切
が
一
種
の
虚
栄
で
あ
り
、
空
の
空
な
る
も
の
を
欲
す
る
弱
さ
で
は
な
い
か
。
芸
術
に
関
し
て
永
遠
性
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
口
に
す
る
の
が
そ
も
そ
も
迂う

愚ぐ

で
あ
り
、
荒
唐
の
言
を
弄ろ

う

す
る
に
外ほ

か

な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
芸
術
は
製
作
時
に
於お

け
る
作
者
内
面
の
要
求
を
措
い

て
他
に
考
え
る
余
地
を
持
た
な
い
の
が
本
当
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
又
考
え
る
。
芸
術
の
求
め
る
永
遠
性
そ
の
も
の
が
単
に
時
間
の
問
題
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
こ
の
疑
問
も
至
当
で
あ
る
。
そ
し
て
た
だ
時
間
を
凌し

の

ご
う

と
い
う
慾
望
に
駆
ら
れ
る
こ
と
が
芸
術
家
の
焦
心
事
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
確
か
に
卑
俗
の
心
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

Ⅱ

と
は
果
し
て
時
間
の
問
題

か
。
し
か
し
、
ど
う
も
違
う
。
芸
術
の
実
際
を
思
い
合
せ
る
と
、
ど
こ
か
こ
の
推
考
に
は
間
違
が
あ
る
。
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問
12

空
欄

Ｘ

と

Ｙ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

Ｘ

27

Ｙ

28

○1

形
な
き
も
の

○2

自
分
の
目
線
か
ら
し
か
こ
の
世
を
見
な
い

○3

行
き
来
で
き
る
世
界
観

○4

日
本
人
は
過
去
を
捨
て
な
か
っ
た

○5

新
し
い
縁

問
13

本
文
の
内
容
に
最
も
合
う
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

29

○1

第
一
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
は
、
第
二
に
比
べ
る
と
政
治
性
を
帯
び
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

○2
「
二
元
論
」
と
「
排
中
律
」
で
は
現
在
の
世
界
を
解
明
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
た
り
得
な
い
。

○3

日
本
人
よ
り
外
国
人
の
方
が
日
本
文
化
の
真
髄
を
知
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
だ
。

○4

日
本
人
は
宗
教
を
文
化
と
し
て
で
は
な
く
、
道
徳
と
解
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

○5

世
の
中
の
事
象
す
べ
て
を
数
値
で
換
算
す
る
の
は
、
日
本
特
有
の
傾
向
と
言
え
る
。
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問
10

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

25

○1

Ⅰ

さ
す
れ
ば

Ⅱ

も
ち
ろ
ん

Ⅲ

つ
ま
り

Ⅳ

そ
も
そ
も

Ⅴ

あ
る
い
は

○2

Ⅰ

も
ち
ろ
ん

Ⅱ

さ
す
れ
ば

Ⅲ

そ
も
そ
も

Ⅳ

あ
る
い
は

Ⅴ

つ
ま
り

○3

Ⅰ

つ
ま
り

Ⅱ

そ
も
そ
も

Ⅲ

あ
る
い
は

Ⅳ

も
ち
ろ
ん

Ⅴ

さ
す
れ
ば

○4

Ⅰ

そ
も
そ
も

Ⅱ

つ
ま
り

Ⅲ

も
ち
ろ
ん

Ⅳ

さ
す
れ
ば

Ⅴ

あ
る
い
は

○5

Ⅰ

あ
る
い
は

Ⅱ

さ
す
れ
ば

Ⅲ

そ
も
そ
も

Ⅳ

つ
ま
り

Ⅴ

も
ち
ろ
ん

問
11

傍
線
部
Ｃ
の
意
味
に
相
当
す
る
四
字
熟
語
「
岡
目
□
目
」
の
空
欄
部
に
入
れ
る
漢
数
字
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

26

○1

一

○2

三

○3

五

○4

八

○5

十
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問
8

各
段
落
の
前
に
あ
る
空
欄

一

〜

四

に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
後
の
内
容
を
表
す
小
題
(小
見
出
し
)が
入
っ
て
い
た
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

一

16

二

17

三

18

四

19

○1

西
田
幾
多
郎
が
語
っ
た
日
本
人
の
情
緒

○2

三
つ
の
縁
が
失
わ
れ
た
社
会

○3

二
つ
の
世
界
を
合
わ
せ
る
「
見
立
て
」
の
思
想

○4

第
一
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム

○5

わ
れ
わ
れ
は
本
当
に
歴
史
を
忘
れ
て
い
な
い
か

問
9

空
欄

ａ

〜

ｅ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

ａ

20

ｂ

21

ｃ

22

ｄ

23

ｅ

24

○1

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

○2

グ
ロ
ー
バ
ル

○3

オ
ノ
マ
ト
ペ

○4

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

○5

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
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問
5

傍
線
部
あ
〜
お
の
人
物
に
深
い
関
係
の
あ
る
項
目
（
作
品
）
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

あ

9

い

10

う

11

え

12

お

13

○1
『
源
氏
物
語
』
の
研
究

○2

我
思
う
故
に
我
あ
り

○3

哲
学
書
『
善
の
研
究
』

○4
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

○5
「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」

問
6

波
線
部
○1
〜
○5
の
う
ち
、
故
意
に
（
わ
ざ
と
）
原
文
と
は
違
う
間
違
っ
た
語
に
書
き
換
え
た
も
の
が
あ
る
。
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

14

○1

想
像
の
産
物
で
あ
り

○2

日
本
画
に
余
白
が
あ
り

○3

私
も
同
感
で
あ
る

○4

嬉
し
か
っ
た

○5

物
理
的
に
可
能
で
あ
る

問
7

次
に
あ
げ
る
文
は
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
す
。
戻
す
べ
き
適
切
な
箇
所
を
、
本
文
中
の
〔
○1
〕
〜
〔
○5
〕
の
箇
所
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

15

し
か
し
そ
れ
は
は
た
し
て
、
信
頼
の
も
と
に
築
か
れ
る
本
物
の
縁
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
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問
2

傍
線
部
○1
〜
○5
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

6

○1

紐
解

ひ
も
と

く

○2

中
庸

ち
ゅ
う
よ
う

○3

闊
歩

か
っ
ぽ

○4

示
唆

し

さ

○5

婉
曲

わ
ん
き
ょ
く

問
3

傍
線
部
Ａ
「
容
中
律
」
の
「
容
」
に
一
番
近
い
意
味
で
「
容
」
が
使
わ
れ
て
い
る
語
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

7

○1

内
容

○2

容
姿

○3

美
容
院

○4

容
態

○5

容
認

問
4

傍
線
部
Ｂ
「
あ
い
だ
」
の
こ
の
文
で
の
意
味
と
し
て
最
も
不
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
（
す
べ
て
本
文
中
に
あ
る
語
で
す
）
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。

解
答
番
号

8

○1

里
山

○2

海
岸

○3

竜
宮
城

○4

縁
側

○5

隠
居
の
場
所
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問
1

傍
線
部
㋐
〜
㋔
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
傍
線
部
○1
〜
○4
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

1

〜

5

㋐

不
可
ケ
ツ

1

○1

解
ケ
ツ
の
糸
口
を
探
る

○2

ケ
ツ
論
を
急
が
な
い

○3

栄
養
分
が
ケ
ツ
乏
す
る

○4

清
ケ
ツ
に
手
を
洗
う

㋑

シ
ン
攻

2

○1

濁
流
の
シ
ン
入
を
防
ぐ

○2

家
宅
シ
ン
入
罪

○3

シ
ン
入
禁
止
の
標
識

○4

シ
ン
入
幕
の
力
士

㋒

指
テ
キ

3

○1

点
テ
キ
石
を
穿う

が

つ

○2

テ
キ
宜
の
処
置

○3

テ
キ
意
を
抱
く

○4

不
正
を
テ
キ
出
す
る

㋓

ト
ウ
来

4

○1

用
意
周
ト
ウ
な
準
備

○2

ト
ウ
突
に
言
い
出
す

○3

ト
ウ
意
即
妙
の
返
答

○4

野
菜
一
辺
ト
ウ
の
食
事

㋔

タ
ン
的

5

○1

タ
ン
純
明
快
な
論
理

○2

行
方
を
タ
ン
索
す
る

○3

タ
ン
整
な
顔
立
ち

○4

政
権
を
タ
ン
当
す
る
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て
農
生
産
物
を
買
い
取
り
、
そ
こ
か
ら
外
れ
た
も
の
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
。

数
値
化
し
な
い
価
値
の
追
求
は
、
持
続
可
能
性
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
○4
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
し
、
社
会
の
仕
組
み
や
人
と
人
の
関
係
性
を
見
直
す
話

と
も
関
連
す
る
。○5
婉
曲
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
の
世
の
中
を
覆お

お

い
尽
く
す
生
産
性
や
成
長
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
近
代
の
価
値
観
に
違

う
視
点
を
与
え
る
こ
と
が
、「
新
し
い
縁
」
を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
そ
の
と
き
、
ふ
た
た
び
西
田
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
数
値
で
は
な
く

「

Ｙ

」
に
も
価
値
を
見
出
し
た
日
本
の
思
想
に
大
き
な
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
。
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四

Ⅱ

、
日
本
に
も
い
く
つ
も
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
最
た
る
例
は
、
人
間
が
人
間
で
は
な
く
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
信
頼
し
始
め
て
い
る
点
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
成
果
を
重
視
す
る
時
代
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
政
治
や
企
業
の
責
任
と
い
う
よ
り
は
、
日
本
社
会
に
お
い
て
人
び
と

を
結
び
付
け
て
き
た
三
つ
の
縁
、

Ⅲ

血
縁
・
地
縁
・
社
縁
が
消
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。「
無
縁
社
会
」
と
は
少
し
前
に
流
行
し
た
言
葉
だ
が
、

そ
の
傾
向
が
加
速
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
○2
〕

地
縁
と
血
縁
が
希き

薄は
く

に
な
っ
て
い
る
と
は
か
ね
て
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
さ
ら
な
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
社
縁
も
も
は
や
十

分
に
は
機
能
し
て
い
な
い
。
非
正
規
雇
用
者
は
四
〇
％
に
迫
り
、
昨
今
の
新
入
社
員
は
三
年
以
内
に
約
三
割
が
転
職
す
る
と
も
聞
く
。
も
は
や
会
社
に
す
が
り

つ
く
時
代
で
は
な
い
し
、

Ⅳ

会
社
に
も
財
力
は
な
く
、
雇
用
形
態
の
大だ

い

胆た
ん

な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。〔
○3
〕

従
来
の
縁
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
世
代
は
新
し
い
縁
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
仕
掛
け
が
必
要
だ
し
、
彼

ら
彼
女
ら
も
そ
れ
を
求
め
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
あ
れ
だ
け
盛
り
上
が
っ
た
の
も
、

Ⅴ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
の

も
、
瞬
間
で
も
い
い
か
ら
人
と
の
縁
を
感
じ
た
い
と
い
う
潜
在
的
な
欲
求
も
あ
る
だ
ろ
う
。
同
じ
著
名
人
や
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
、
皆
で
叫
ん
だ
り
旗
を
振
り

回
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
気
持
ち
い
い
。〔
○4
〕

わ
れ
わ
れ
が
縁
の
代
わ
り
に
手
に
し
た
象
徴
の
一
例
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
だ
ろ
う
。
い
ま
や
口
座
情
報
を
カ
ー
ド
に
つ
な
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
託

し
て
い
る
。
利
用
し
続
け
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
が
つ
く
し
、
人
間
の
顔
よ
り
も
カ
ー
ド
の
ほ
う
を
見
つ
め
て
い
る
人
間
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
カ
ー
ド
に

基
づ
い
た
契
約
社
会
で
は
、
も
し
も
明
日
に
で
も
シ
ス
テ
ム
が
止
ま
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
た
ち
ま
ち
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
。
他
方
で
、
人
間
同
士
の
関
係
な

ら
ば
親
族
や
友
人
な
ど
と
の
信
頼
が
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
突
然
に
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
事
実
こ
そ
が
安
心
感
を
与
え
て
く

れ
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。〔
○5
〕

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
新
し
い
縁
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
人
と
人
の
縁
と
は
も
と
も
と
相
応
の
時
間
を
か
け
て
、
身
体

を
共
鳴
さ
せ
て
築
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
の
時
間
の
概
念
と
言
え
ば
、
生
産
性
や
効
率
性
ば
か
り
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
成
果
主
義

の
弊
害
に
違
い
な
い
し
、
世
の
中
の
事
象
す
べ
て
が
数
値
に
換
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
社
会
は
壊
れ
始
め
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
日
本
に
限
っ
た

話
で
は
な
く
、
先
進
国
に
押
し
な
べ
て
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
縁
を
築
く
う
え
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
数
値
化
し
な
い
価
値
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
食
物
は
い
ま
、
企
業
が
規
格
を
決
め
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の
は
、
や
は
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。

江
戸
時
代
な
ら
ば
、
海
外
ど
こ
ろ
か
藩
の
外
に
足
を
踏
み
出
せ
ば
容
易

た
や
す

く
故
郷
に
戻
れ
な
か
っ
た
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
刑
に
処
さ
れ
た
。
し
か
し
現
在

で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
襲お

そ

わ
れ
て
も
な
お
世
界
中
を
飛
び
回
る
こ
と
は
○5
物
理
的
に
可
能
で
あ
る
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手
に
と
っ
た
り
パ
ソ
コ
ン
を
開

い
た
り
す
れ
ば
、
世
界
中
と
つ
な
が
れ
る
。
と
く
に
若
い
世
代
に
は
、
複
数
の
拠
点
を
行
き
来
し
な
が
ら
活
動
す
る
人
間
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
の
傾
向
も
い

ま
の
時
代
の
特
性
を
㋔
タ
ン
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
価
値
観
で
あ
っ
た
「
見
立
て
」
や
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
が
、

い
ま
や
世
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る
点
を
自
覚
す
べ
き
だ
。

も
う
一
つ
、
い
ま
こ
そ
日
本
が
世
界
に
発
信
す
る
べ
き
価
値
観
と
し
て
強
調
し
た
い
の
が
、
わ
れ
わ
れ
は
「
戦
う
宗
教
」
を
選
ん
で
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点

だ
。
日
本
で
は
明
治
維
新
ま
で
神
仏

し
ん
ぶ
つ

習
合

し
ゅ
う
ご
う

と
い
う
宗
教
現
象
が
あ
っ
た
し
、
い
ま
で
は
皆
が
十
二
月
二
十
五
日
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
り
、
一
週
間
も
経た

た

な
い
う
ち
に
仏
教
徒
に
な
り
、
そ
の
数
時
間
後
に
は
神
社
を
訪
れ
る
。
じ
つ
に
不
思
議
な
民
族
だ
が
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
宗
教
を
「
文
化
」
と
し
て
享
受
し

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
西
洋
の
宗
教
は
倫
理
や
道
徳
と
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
日
本
人
の
道
徳
の
多
く
は
神
道
や
仏
教
で
は
な
く
儒
教
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ

て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
殺
し
合
い
を
繰
り
広
げ
た
り
、
十
字
軍
を
結
成
し
て
遠
方
の
征
服
を
試こ

こ
ろ

み
よ
う
と
し
た
り
し
た
歴
史

は
近
代
ま
で
日
本
に
は
な
い
。
領
土
を
広
げ
る
こ
と
を
是ぜ

と
す
る
西
洋
の
人
び
と
は
、
い
つ
し
か
戦
い
を
正
義
と
捉
え
て
、
諸
外
国
へ
の
侵
略
に
明
け
暮
れ
た
。

翻
ひ
る
が
え

っ
て
日
本
に
目
を
向
け
れ
ば
、
十
七
世
紀
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
。
私
は
日
本
史
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、
そ
の
う
え
で
あ
え

て
申
し
上
げ
れ
ば
、
こ
の
鎖
国
と
い
う
政
策
は
、
現
在
の
世
界
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
節
約
を
大
き
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。
他
方
で
江
戸
時
代
の
日
本
は
、
食
べ
物
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
自
給
自
足
し
、
国

内
で
循
環
さ
せ
て
い
た
。
そ
う
し
て
三
○
○
○
万
人
の
暮
ら
し
が
支
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
、
現
在
の
日
本
も
少
な
く
と
も
そ
れ
だ
け
の
国
民
を
養や

し
な

う
力
は

有
し
て
い
る
は
ず
だ
し
、
最
新
の
科
学
技
術
を
加
え
れ
ば
さ
ら
な
る

ｅ

が
備
わ
っ
て
い
る
の
は
明
白
だ
。
本
来
で
あ
れ
ば
自
給
自
足
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
発
展
途
上
国
に
食
料
を
配
る
べ
き
立
場
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

キ
ー
ン
は
「

Ｘ

」
と
語
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
し
た
過
去
を
十
分
に
顧
み
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
日
本
の
伝
統

や
歴
史
に
あ
ら
た
め
て
目
を
向
け
、
そ
の
思
想
や
価
値
観
を
現
代
に
反
映
さ
せ
て
、
さ
ら
に
最
新
の
科
学
技
術
に
調
和
さ
せ
る
。

Ⅰ

、
地
球
的
課
題
の
解

決
に
も
知
的
な
貢
献
が
で
き
る
は
ず
だ
。〔
○1
〕
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に
利
用
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
私
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
キ
ー
ン
の
言
葉
を
紹
介
す
る
と
、
彼
は
「
日
本
人
は
過
去
を
捨
て
な
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
令
和
の
現
在
も
、

日
本
人
は
着
物
を
着
て
、筆
で
字
を
書
き
、
畳た

た
み

の
上
で
暮
ら
す
風
習
を
残
し
て
い
る
。
食
事
に
し
て
も
昔
な
が
ら
の
和
風
の
味
付
け
を
楽
し
ん
で
い
る
わ
け
で
、

じ
つ
は
こ
れ
は
世
界
に
ま
た
と
な
い
光
景
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
の
日
本
人
自
身
が
そ
の
事
実
を
認
識
で
き
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い

た
と
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
を
は
じ
め
西
洋
に
は
昔
の
町
並
み
が
残
る
し
、
日
本
人
は
そ
の
光
景
を
前
に
「
さ
す
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
歴
史
を
大
事
に
し

て
い
る
」
と
の
声
を
漏も

ら
す
。
も
ち
ろ
ん
誤あ

や
ま

り
で
は
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
歴
史
を
「
遺
産
」
と
し
て
残
し
て
お
り
、
日
本
ほ
ど
に
は

現
在
の
生
活
に
溶と

け
込
ま
せ
て
い
な
い
。
現
に
中
世
の
服
装
を
着
て
、
ロ
―
マ
の
町
中
を
○3
闊
歩
す
る
イ
タ
リ
ア
人
を
見
る
だ
ろ
う
か
。

キ
ー
ン
は
、
日
本
人
は
「
自
分
た
ち
の
文
化
は
世
界
に
理
解
さ
れ
に
く
い
と
の
諦あ

き
ら

め
の
気
持
ち
を
抱
き
す
ぎ
て
い
る
と
示
し
て
い
た
が
、○3
私
も
同
感
で
あ

る
。
彼
は
日
本
に
帰
化
し
た
あ
と
も
、
相
変
わ
ら
ず
「
箸
を
使
え
ま
す
か
」「
納
豆
は
食
べ
ら
れ
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
○4
嬉
し
か
っ
た
と
打
ち
明
け
て

い
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
声
か
け
を
す
る
日
本
人
が
い
る
か
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
は
相
手
へ
の
慮

お
も
ん
ぱ
か

り
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
文
化
は
特
殊
だ
と
い
う
気
持
ち
の

表
れ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ま
さ
し
く
キ
ー
ン
の
よ
う
に
、Ｃ
外
国
人
の
ほ
う
が
日
本
文
化
の
真
髄
を
知
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
も
こ
れ
だ
け
イ
タ
リ
ア
料
理

や
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
楽
し
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
。「
日
本
の
こ
と
は
日
本
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
識
は
い
ま
す
ぐ
に
捨
て
る
べ
き
だ
し
、「
第
二

の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
を
本
気
で
㋓
ト
ウ
来
さ
せ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
私
た
ち
が

ｃ

を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

三

実
際
に
い
ま
、
世
界
中
で
日
本
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気
を
博
し
て
い
る
。
日
本
で
開
催
さ
れ
る
コ
ス
プ
レ
大
会
に
も
国
外
か
ら
も
多
く
の
人
が

駆
け
つ
け
る
。
こ
れ
は
、「
見
立
て
」
や
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
を
描
く
日
本
の
作
品
に
、
世
界
の
人
び
と
の
心
が
惹ひ

か
れ
て
い
る
証
左

し
ょ
う
さ

に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、

ｄ

化
や
多
様
性
が
叫さ

け

ば
れ
る
時
代
、
二
元
論
や
排
中
律
の
価
値
観
で
は
限
界
が
あ
る
と
、
欧
米
人
も
ど
こ
か
で
気
付
き
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

え
宮
崎
駿
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
世
界
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
作
品
の
内
容
が
現
実
と
地
続
き
で
あ
る
こ
と
と
も
無
縁
で

は
な
い
は
ず
だ
。お
村
上
春
樹
の
小
説
も
同
様
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
を
描
い
て
い
る
。
映
画
や
小
説
で
現
実
と
は
異
な
る
世
界
を
体
験
し
た

い
が
、
完
全
に
あ
ち
ら
側
に
行
き
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
現
実
の
世
界
に
も
戻
っ
て
き
た
い
。
そ
の
よ
う
に
「
行
き
来
で
き
る
世
界
観
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
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世
界
と
並
行
す
る

ａ

と
し
て
、
人
形
が
織お

り
成
す
ド
ラ
マ
を
認
め
て
心
を
打
た
れ
る
の
だ
。

〈
中
略
〉二

「
あ
い
だ
」
や
「
見
立
て
」
な
ど
の
日
本
の
伝
統
的
思
想
を
現
代
に
反
映
し
た
も
の
が
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
日
本
発
の
コ
ス
プ
レ
（
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
・
プ
レ
イ
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、「
第
二
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
西
洋
で
日
本
文
化
が
流
行
し
た
と
き
、
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
当
時
の
万
国
博
覧
会
の
会
場

の
外
で
売
ら
れ
て
い
た
日
本
の
扇
子

せ
ん
す

や
団
扇

う
ち
わ

が
人
気
を
博は

く

し
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
た
。
政
治
性
を
帯お

び
て
い
な
い
ア
イ
テ
ム
だ
か
ら
こ
そ
、
女
性
を

含
め
多
く
の
西
洋
人
が
手
に
と
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
浮
世
絵
が
い
つ
し
か
注
目
を
集
め
、「
こ
の
よ
う
な
世
界
の
見
方
が
あ
っ
た
の
か
」
と
の
衝

撃
と
と
も
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。

西
洋
は
あ
デ
カ
ル
ト
の
出
現
と
と
も
に
、「
自
分
」
を
中
心
に
こ
の
世
界
を
眺な

が

め
る
価
値
観
に
な
っ
た
。
し
か
し
日
本
の
文
化
は
違
う
。
歌
川
広
重

ひ
ろ
し
げ

の
浮
世
絵

「
東
海
道
五
十
三
次
岡
崎
矢
作

や
は
ぎ

之
橋
」
は
、
誰
が
ど
こ
か
ら
見
た
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
広
重
は
な
ぜ
、
あ
の
よ
う
な
絵
を
描
く

こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
し
く
○1
想
像
の
産
物
で
あ
り
、
自
分
の
目
線
か
ら
し
か
こ
の
世
を
見
な
い
態
度
で
は
生
ま
れ
得
な
い
絵
で
あ
る
。

京
都
学
派
の
中
心
的
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
哲
学
者
の
い
西
田
幾
多
郎
が
一
九
二
七
年
に
発
表
し
た
『
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
』
の
序
文
で
用
い
た
表

現
を
借
り
れ
ば
、「
形
な
き
も
の
の
形
を
見
、
聲こ

え

な
き
も
の
の
聲こ

え

を
聞
く
」
こ
と
が
日
本
人
の
情
緒
で
あ
る
。
西
田
は
続
け
て
「
我
々
の
心
は
此か

く

の
如ご

と

き
も
の
を

求
め
て
已や

ま
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
日
本
人
に
は
そ
こ
に
存
在
し
な
か
っ
た
り
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
「
形
な
き
も
の
」
を
想
像
す
る
力
が
あ
る

と
い
う
指
㋒
テ
キ
に
は
頷う

な
ず

か
さ
れ
る
。○2
日
本
画
に
余
白
が
あ
り
、
時
に
背
景
を
描
か
な
い
の
も
、
観
る
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
で
補お

ぎ
な

え
る
感
性
を
も
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

日
本
文
化
研
究
者
の
う
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
生
前
、
日
本
の
俳
句
は
自
然
の
声
を
映
し
出
し
て
い
る
と
語
っ
た
。
よ
く
例
に
挙
げ
て
い
た
の
が
松
尾
芭
蕉

ば
し
ょ
う

の
「
閑し

ず
か

さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉せ

み

の
声
」
と
い
う
句
で
、
ロ
ー
マ
字
で
書
く
と
わ
か
り
や
す
い
が
「
ｉ
」
の
母
音
を
多
く
用
い
る
こ
と
で
、「
ジ
ー
」「
ミ
ー
ン
」

と
聞
こ
え
る
蝉
の
声
を
表
現
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
そ
も
そ
も
日
本
語
は
無
音
さ
え
「
シ
ー
ン
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
、

ｂ

（
擬
音
語
）
で
あ
ら
ゆ
る

現
象
を
音
に
す
る
が
、
こ
れ
も
「
形
な
き
も
の
」
を
想
像
す
る
力
だ
と
言
え
よ
う
。
と
く
に
漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
う
し
た
日
本
古
来
の
技
法
を
巧た

く

み
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第
一
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

現
在
の
世
界
を
○1
紐
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
二
元
論
」
と
「
排
中
律
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
社
会
を
回
す
の
に
不
可
㋐
ケ
ツ
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ゼ
ロ
と
イ

チ
で
成
り
立
っ
て
い
る
し
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
㋑
シ
ン
攻
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
巡
る
争
い
も
、
結
局
は
敵
か
味
方
か
と

い
う
世
界
観
ゆ
え
に
起
き
る
話
で
あ
る
。
白
か
黒
か
、
そ
の
「
あ
い
だ
」
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
戦
争
や
紛
争
と
い
う
極
端
な
手
法
が
採と

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
ア

メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
際
し
て
「
民
主
主
義
と
権
威
主
義
の
戦
い
」
と
い
う
図
式
を
用
い
て
い
る
が
、
本
来
の
世
界
は

そ
れ
ほ
ど
単
純
に
理
解
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

二
元
論
も
排
中
律
も
、
西
洋
近
代
か
ら
生
ま
れ
た
世
界
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
で
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
で
目
を
向
け
る
べ
き
な
の
は
、

日
本
の
「
Ａ
容
中
律
（
肯
定
で
も
否
定
で
も
な
い
と
同
時
に
、
肯
定
で
も
否
定
で
も
あ
る
と
い
う
論
理
）」
や
「
○2
中
庸
」
の
思
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

「
Ｂ
あ
い
だ
」
あ
る
い
は
複
数
の
世
界
を
一
緒
に
捉
え
る
「
見み

立た

て
」
と
い
う
考
え
方
と
も
通
じ
る
。

思
い
返
し
て
ほ
し
い
の
が
、
日
本
の
自
然
観
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
人
が
住
む
世
界
と
山
や
森
、
海
な
ど
の
自
然
を
一
本
の
境
界
線
で
区
切
っ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
里
山
や
海
岸
は
「
あ
い
だ
」
と
言
え
る
世
界
で
、
そ
こ
で
山
や
森
に
住
む
神
の
遣つ

か

い
と
出
会
う
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
浦
島
太
郎
が
、
竜
宮
城
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
う
亀
と
出
会
う
の
も
海
岸
で
あ
る
。
川
も
「
あ
ち
ら
」
と
「
こ
ち
ら
」
の
い
ず
れ
に
も
属
す
る
と
考
え
ら
れ
、
あ
え
て
橋
の
上
を
選
ん
で
、

商
談
を
し
た
り
駆
け
落
ち
の
た
め
に
待
ち
合
わ
せ
た
り
さ
れ
て
き
た
。「
あ
の
世
」
と
「
こ
の
世
」
の
あ
い
だ
に
も
三さ

ん

途ず

の
川
が
流
れ
、
六ろ

く

文も
ん

銭せ
ん

を
渡
し
賃
と
し

て
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
日
本
家
屋
の
縁
側

え
ん
が
わ

も
「
あ
い
だ
」
の
典
型
例
で
、
家
の
中
で
も
外
で
も
な
い
場
所
だ
。
そ
こ
で
客
人
を

迎
え
て
茶
を
飲
ん
だ
り
、
碁
を
打
っ
た
り
将
棋
を
指
し
た
り
さ
れ
て
き
た
し
、
生
産
性
や
効
率
性
に
追
わ
れ
た
現
実
社
会
か
ら
解
き
放
た
れ
た
隠
居
の
場
所
で

も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
は
二
つ
の
世
界
を
合
わ
せ
る
「
見
立
て
」
の
思
想
が
日
常
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
芸
事
に
例
を
見
出
せ
ば
、
人
形
浄
瑠
璃

じ
ょ
う
る
り

が
象

徴
的
で
あ
ろ
う
。
西
洋
で
人
形
と
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
で
あ
る
。
し
か
し
人
形
浄
瑠
璃
で
は
、
三
人
で
一
体
の
人
形
を
遣
い
、
ま
さ

に
人
間
の
ド
ラ
マ
を
演
じ
る
。
歌
舞
伎
で
は
個
性
あ
る
人
間
が
役
を
演
じ
る
し
、
無
論
、
舞
台
上
で
本
当
に
人
を
殺あ

や

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
他
方
で
人
形

浄
瑠
璃
は
人
形
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
世
界
の
恐
ろ
し
き
出
来
事
や
人
の
性さ

が

を
投
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
観
客
は
、
言
わ
ば
現
実
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国語試験問題







英語試験問題



第1問
空所 ～ に入れるのに最も適当なものを、それぞれ下の○1～○4の中から

1つずつ選びなさい。
［ 解答番号 ～ ］

問1

○1
○2
○3
○4

問2

○1
○2
○3
○4

問3

○1
○2
○3
○4

問4

○1
○2
○3
○4

問5

○1
○2
○3
○4

― 2 ―

問6

○1
○2
○3
○4

問7

○1
○2
○3
○4

問8

○1
○2
○3
○4

問9

○1
○2
○3
○4

問10

○1
○2
○3
○4

― 3 ―



第2問
日本文とほぼ同じ意味になるように○1～○5の語句を空所に入れて英文を完成させ、空所

～ に入る語(句)の番号を答えなさい。ただし、文頭に入る語もすべて小文
字で与えられています。
［ 解答番号 ～ ］

問1 娘が台所の掃除を手伝ってくれました。

○1
○2
○3
○4
○5

問2 水を出しっぱなしにしないでください。

○1
○2
○3
○4
○5

問3 新しい仕事を見つけるのは彼には難しかった。

○1
○2
○3
○4
○5

― 4 ―

問4 私たちが知っているある女性は、毎日１万歩ぐらい歩くと言っています。

○1
○2
○3
○4
○5

問5 彼女は他のどのランナーより速かった。

○1
○2
○3
○4
○5
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第3問
次の英文の空所 ～ に入れるのに最も適当なものを、下の○1～○7の中から

1つずつ選びなさい。同じものは選べません。
［ 解答番号 ～ ］

：
：
：
：
：
：

：

：
：
：
： -

：

：
：

○1
○2
○3
○4
○5
○6
○7

― 6 ―

第4問
次の英文を読み、あとの問い（問1～5）の ～ に入れるのに最も適当な

ものを、それぞれ下の○1～○4のうちから1つずつ選びなさい。
［ 解答番号 ～ ］

（出典は、 （ ））

〔注〕 ：化石燃料 ：コンバーター、変換器
：排気ガス
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テキストボックス










　著作権の関係上省略しています。



問1

○1
○2
○3
○4

問2

○1
○2
○3
○4

問3

○1
○2
○3
○4

問4

○1
○2
○3
○4

問5

○1
○2
○3
○4
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第5問
次の英文を読み、問いに答えなさい。
［ 解答番号 ～ ］

̶
̶

̶ ̶ “ ”

( )

( )
-

̶

⑶

（出典は、 （南雲堂））

〔注〕 ：なでる ：愛撫する ：抱きしめる
：交友、親交 ：気持ちの落ち込み

：それによって ：愛される、人気のある
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テキストボックス








  著作権の関係上省略しています。



問1 本文の表題として最も適当なものを、下の○1～○4のうちから1つ選びなさい。

○1
○2
○3
○4

問2 下線部⑴に意味が最も近い語を、下の○1～○4のうちから1つ選びなさい。

○1
○2
○3
○4

問3 空所⑵に入れるのに最も適当なものを、下の○1～○4のうちから1つ選びなさい。

○1
○2
○3
○4

問4 下線部⑶の語の意味を説明したものとして最も適当なものを、下の○1～○4のうちか
ら1つ選びなさい。

○1
○2
○3
○4

問5 次の問い⑴～⑷の ～ に入れるのに最も適当なものを、それぞれ○1～
○4のうちから1つ選びなさい。

⑴

○1
○2
○3
○4
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⑵

○1
○2
○3
○4

⑶

○1
○2
○3
○4

⑷

○1
○2
○3
○4

問6 本文の内容と一致するものを、次の○1～○5のうちから2つ選び，番号で答えなさい。
ただし，解答の順序は問いません。 ～

○1
○2
○3
○4
○5

（英語ここでおわり）
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数学試験問題

数学について注意事項

1 問題の文中の 1 ， 2 3 などには，特に指示のないかぎり，符号（ ○，○），ま
たは数字（ ～ ）が入ります。1，2，3，…の一つ一つは，これらのいずれか一つ
に対応します。これらを解答用紙の 1，2，3，…で示された解答欄に答えなさい。
選択肢からの解答を選ぶ場合，解答する時は，○3は3と記入すれば良い。また，符号
（ ○，○）も ， のように解答欄に記入すれば良い。

2 同一の問題文中に 1 ， 2 3 などが2度以上現れる場合，原則として，2度目
以降および解答の仕方に関する説明については 1 ， 2 3 のように細字で表記
します。

3 分数の形で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけません。

例えば，
4 5
6

に と答えたいときは， として答えなさい。

また，それ以上約分できない形で答えなさい。

例えば，
7
8
に と答えるところを， のように答えてはいけません。

4 根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさい。

例えば， 9 10 に と答えるところを， のように答えてはいけません。

5 比の形で解答する場合，最も簡単な整数の比で答えなさい。
例えば， 11 12 に と答えるところを， のように答えてはいけません。
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Ⅰ 次の 1 2 ～ 27 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

〔 1〕 放物線の頂点の座標について さんと さんが次のように話している。

：放物線 の頂点の座標を求めてみてください。
： 1 2 3 になりました。
：正解です。この頂点は座標平面上で第 4 象限の点になりますね。それで

は， を実数の定数として，放物線 の頂点の座標を

の式で表してください。

：先ほどよりは少し複雑ですが， 5 6 7 になりまし
た。

：いいですね。正解です。それでは，この頂点が先ほどと同じ第 4 象限の点
になるための の条件を求めてみましょう。頂点の 座標， 座標について

座標： 5 8 座標： 6 7 9
ですね。
ただし， 8 ， 9 には当てはまる最も適当な答えを下の選択肢から選

びその番号を答えよ。

＜選択肢＞ ○0 ○1 ○2 ○3 ○4

：条件を満たす の範囲は 10 11 12 13 14 になりました。
ただし， 12 ， 13 には当てはまる最も適当な答えを下の選択肢から選

びその番号を答えよ。

＜選択肢＞ ○0 ○1 ○2 ○3 ○4

：正解ですね。
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〔 2〕 絶対値記号を含んだ の関数 の最小値について，

さんと さんが次のように話している。

：一般に， となりますね。

：それでは， は の値が小さい順に 15 ， 15 16 ，

16 17 ， 17 の つの場合に分けて，絶対値記号を外して考
えるのですね。

：そうです。しかし，与えられた の式の絶対値記号をどのように外しても

は 次関数，つまりグラフは直線を表します。切れ目なくつながった
つの直線の一部ずつを表すのですが，その傾きは小さい順にどのように変化す
るか考えてみてください。

： つの直線の傾きは，小さい順に 18 19 ， 20 21 ， 22 ， 23 と
なります。

：すると，直線が右下がりから右上がりに変わるときに， は最小値をとるこ
とになります。

：なるほど，最小値は 24 25 となるわけですね。
：正解ですね。
それでは，今度は関数
の最小値を求めてみてください。定義域はもちろんすべての実数です。

：最小値は 26 27 ですね。
：正解です。今回は，絶対値記号を含んだ式の個数が奇数の場合でしたが，偶数
の場合も同じように考えるとよいでしょう。
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Ⅱ 次の 1 2 ～ 10 11 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

＜表Ⅰ＞

① ② ③ ④

＜表Ⅱ＞

① ② ③ ④

つの変量 ， は，表Ⅰのように対応している。

また，表Ⅱは変量 ， の平均値 ， に対する
偏差をそれぞれ表したものである。このとき

⑴ 表Ⅱの ， ， ， ， ， の値について

1 2

3
である。

⑵ ， の分散をそれぞれ ， とすると， 4 . 5 ， 6 . 7

であり， ， の共分散を とすると， 8 9 . 10 11 である。
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Ⅲ 次の 1 ～ 18 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

， は実数の定数とする。放物線 ……① が点 を通るとき

⑴ を の式で表すと 1 2 となる。また，頂点の座標を を用いて
表すと

3 4

5

6 7

8
9 10

である。

⑵ 放物線①の頂点が，放物線 ……② 上の点であるとき 11 である。

このとき，放物線①を 軸に関して対称移動して，さらに 軸方向に 12 ，

軸方向に 13 だけ平行移動すると放物線②に一致する。また，このとき放物線①

を点
14 15

16

17

18
に関して対称移動しても放物線②に一致することにな

る。

― 17 ―



Ⅳ 次の 1 2 ～ 13 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

初め数直線上の原点にある点 を， 枚の硬貨を振って表が出たら正の方向に ，裏

が出たら負の方向に だけ移動するものとする。硬貨を続けて 回振って点 を直前

にあった位置から移動させ， 回振り終わったときの点 の座標を とする。
このとき

⑴ の最大値は 1 2 であり， 1 2 となる確率は
3

4 5
であ

る。

⑵ となる確率は
6

7 8
であり， となる確率は

9

10 11
である。

⑶ 回振り終わるまで，一度も とならない確率は
12

13
である。

― 1 8―

Ⅴ 次の 1 ～ 12 に当てはまる数または符号をそれぞれ求めよ。

， ， である三角形 について

⑴ 辺 の長さは 1 であり，三角形 の面積は 2 3 である。

⑵ の二等分線と辺 の交点を とすると，

線分 の長さは
4

5
である。

また，三角形 の面積は
6 7

8
であり，

線分 の長さは
9 10 11

12
である。

（数学ここでおわり）

― 1 9―



問
6

傍
線
部
Ｄ
「
紆
余
曲
折

う
よ
き
ょ
く
せ
つ

」
の
意
味
と
し
て
最
も
不
適
切
な
も
の
(意
味
の
遠
い
も
の
)を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

29

○1

試
行
錯
誤

○2

快
刀
乱
麻

○3

多
事
多
難

○4

悪
戦
苦
闘

○5

波
乱
万
丈

問
7

Ａ
文
と
、
こ
の
Ｂ
文
の
両
方
に
共
通
す
る
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
近
い
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

30

○1

芸
術
や
思
想
の
世
界
で
は
、
目
的
最
優
先
主
義
や
野
心
・
虚
栄
心
な
ど
は
有
益
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

○2

い
た
ず
ら
に
個
性
を
目
的
化
す
る
の
で
は
な
く
、
先
人
を
見
倣
う
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

○3

歴
史
が
そ
の
ま
ま
伝
統
に
な
る
の
で
は
な
く
、
伝
承
が
伝
統
と
な
る
た
め
に
は
意
識
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

○4
「
伝
統
」
と
い
う
も
の
を
意
識
化
す
る
た
め
に
は
、
伝
統
が
失
わ
れ
る
と
い
う
危
機
感
が
必
要
で
あ
る
。

○5

理
想
化
さ
れ
た
過
去
に
あ
こ
が
れ
る
気
持
ち
は
「
復
古
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
的
心
情
だ
と
い
え
る
。

（
国
語
こ
こ
で
お
わ
り
）

― 20―（国― 14）

問
3

傍
線
部
Ｂ
「
こ
う
い
う
言
葉
」
の
指
示
す
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

21

○1

何
の
変
哲
も
な
い
原
則

○2

日
常
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
日
常
行
為

○3

模
倣
は
独
創
の
母
で
あ
る

○4

僕
は
他
人
の
歌
を
模
倣
す
る

○5

唯
一
人
の
ほ
ん
と
う
の
母
親
で
あ
る

問
4

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

(選
択
肢
重
複
使
用
不
可
)解

答
番
号

Ⅰ

22

Ⅱ

23

Ⅲ

24

Ⅳ

25

Ⅴ

26

○1

必
然

○2

目
的
地

○3

独
創

○4

歩
き
方

○5

模
倣

問
5

傍
線
部
Ｃ
の
四
字
熟
語
「
自
Ｘ
自
Ｙ
」
の
空
欄
Ｘ
と
Ｙ
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を
、
次
の
○1
〜
○6
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

Ｘ

27

Ｙ

28

○1

由

○2

給

○3

業

○4

足

○5

在

○6

得

― 21 ―（国― 13）



問
1

傍
線
部
○1
〜
○5
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
、
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

19

○1

企
図

き

ず

○2

成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ

○3

天
賦

て
ん
ぷ

○4

陥
穽

か
ん
せ
い

○5

所
謂

い
わ
ゆ
る

問
2

傍
線
部
Ａ
「
歩
き
方
の
達
人
で
あ
っ
た
」
の
「
歩
き
方
」
は
ど
ん
な
こ
と
の
比
喩
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。

解
答
番
号

20

○1

楽
器
の
実
演

○2

練
習
の
順
序

○3

伝
統
の
踏
襲

○4

人
生
の
履
歴

○5

創
作
の
過
程

― 22 ―（国― 12）

の
自
由
に
は
棲
み
つ
く
家
が
な
い
。
自
由
の
観
念
を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
は
自
由
の
観
念
し
か
な
い
、
と
い
う
半
ば
自
覚
さ
れ
た
不
安
が
、
彼
等
の
懐
疑

主
義
の
温
床
と
な
る
。
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
、
自
由
と
は
、
そ
う
い
う
少
し
ば
か
り
芥
子

か
ら
し

を
利
か
せ
た
趣
味
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
、
自
由
の
名

の
下
に
身
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
様
な
、
更
に
言
え
ば
、
自
分
自
身
と
争
っ
て
ま
で
、
頭
上
に
か
か
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
様
な
、
代
償
を
求
め
て
止
ま
ぬ
、
自
由
の

仮
面
で
は
な
か
っ
た
。

小
林
秀
雄
﹁
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
﹂
︵
﹃
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
﹄
所
収
︶
新
潮
文
庫
刊

（
注
）
英
語
で
は
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
と
い
う
ピ
ア
ノ
の
前
身

― 23 ―（国― 11）



Ｂ

モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
は
、
何
を
狙ね

ら

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
何
も
狙
い
は
し
な
か
っ
た
。
現
代
の
芸
術
家
、
の
み
な
ら
ず
多
く
の
思
想
家
さ
え
毒
し
て
い

る
目
的
と
か
①
企
図
と
か
い
う
も
の
を
、
彼
は
知
ら
な
か
っ
た
。
芸
術
や
思
想
の
世
界
で
は
、
目
的
や
企
図
は
、
科
学
の
世
界
に
於
け
る
仮
定
の
様
に
有
益
な

も
の
で
も
有
効
な
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
当
人
の
目
を
眩く

ら

ま
す
。
或
る
事
を
②
成
就
し
た
い
と
い
う
野
心
や
虚
栄
、
い
や
真
率
な
希
望
さ
え
、
実
際
に
成

就
し
た
実
際
の
仕
事
に
つ
い
て
、
人
を
盲
目
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
目
的
地
で
は
な
い
、
現
に
歩
い
て
い
る
そ
の
歩
き
方
で
あ
る
。
現
代
の

ジ
ャ
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
殆
ど
毎
月
の
様
に
、
目
的
地
を
新
に
す
る
が
、
歩
き
方
は
決
し
て
代
え
な
い
。
そ
し
て
実
際
に
成
就
し
た
論
文
は
先
月
の
論
文
と
は

た
し
か
に
違
っ
て
い
る
と
盲
信
し
て
い
る
。

モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
は
、Ａ
歩
き
方
の
達
人
で
あ
っ
た
。
現
代
の
芸
術
家
に
は
、
殆
ど
信
じ
ら
れ
な
い
位
の
達
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
の
③
天
賦
と
結
ん
だ

深
刻
な
音
楽
的
教
養
の
贈
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
教
養
と
は
、
又
、
現
代
人
に
は
甚
だ
理
解
し
難
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
殆
ど
筋
肉
の

訓
練
と
同
じ
様
な
精
神
上
の
訓
練
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
或
る
他
人
の
音
楽
の
手
法
を
理
解
す
る
と
は
、
そ
の
手
法
を
、
実
際
の
制
作
の
上
で
模
倣
し
て
み

る
と
い
う
一
行
為
を
意
味
し
た
。
彼
は
、
当
代
の
あ
ら
ゆ
る
音
楽
的
手
法
を
知
り
尽
し
た
、
と
は
言
わ
ぬ
。
手
紙
の
中
で
言
っ
て
い
る
様
に
、
今
は
も
う
ど

ん
な
音
楽
で
も
真
似
出
来
る
、
と
豪
語
す
る
。
彼
は
、
作
曲
上
で
も
訓
練
と
模
倣
と
を
教
養
の
根
幹
と
す
る
演
奏
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
彼
が
大
即
興
家

だ
っ
た
の
は
、
た
だ
(注
)ク
ラ
ブ
サ
ン
の
前
に
坐
っ
た
時
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
独
創
家
た
ら
ん
と
す
る
空
虚
で
④
陥
穽
に
充
ち
た
企
図
な
ど
に
、
彼
は

悩
ま
さ
れ
た
事
は
な
か
っ
た
。
模
倣
は
独
創
の
母
で
あ
る
。
唯た

だ

一
人
の
ほ
ん
と
う
の
母
親
で
あ
る
。
二
人
を
引
離
し
て
了
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
近
代
の
趣
味

に
過
ぎ
な
い
。
模
倣
し
て
み
な
い
で
、
ど
う
し
て
模
倣
出
来
ぬ
も
の
に
出
会
え
よ
う
か
。
僕
は
他
人
の
歌
を
模
倣
す
る
。
他
人
の
歌
は
僕
の
肉
声
の
上
に
乗

る
他
は
あ
る
ま
い
。
し
て
み
れ
ば
、
僕
が
他
人
の
歌
を
上
手
に
模
倣
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
僕
は
僕
自
身
の
掛
け
が
え
の
な
い
歌
を
模
倣
す
る
に
至
る
。
こ
れ

は
、
日
常
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
日
常
行
為
の
、
何
の
変
哲
も
な
い
原
則
で
あ
る
。
だ
が
、
今
日
の
芸
術
の
世
界
で
は
、Ｂ
こ
う
い
う
言
葉
も
逆
説
め
い
て
聞
え
る

程
、
独
創
と
い
う
観
念
を
化
物
染じ

み
た
も
の
に
し
て
了
っ
た
。
僕
等
は
、
今
日
で
も
な
お
、
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
の
芸
術
の

Ⅰ

性
に
驚
く
事
が
出
来
る
。

そ
し
て
、
彼
の
見
事
な

Ⅱ

術
の
方
は
陳
腐
と
し
か
思
え
な
い
と
は
、
不
思
議
な
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。

モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
は
、
目
的
地
な
ぞ
定
め
な
い
。

Ⅲ

が

Ⅳ

を
作
り
出
し
た
。
彼
は
い
つ
も
意
外
な
処
に
連
れ
て
行
か
れ
た
が
、
そ
れ
が
ま
さ

し
く
目
的
を
貫
い
た
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
彼
の
自
意
識
の
最
重
要
部
が
音
で
出
来
て
い
た
事
を
思
い
出
そ
う
。
彼
の
精
神
の
Ｃ
自
Ｘ
自
Ｙ
な
運
動
は
、

い
か
な
る
場
合
で
も
、
音
と
い
う
自
然
の
材
質
の
Ｄ
紆
余
曲
折
し
た
隠
秘
な

Ⅴ

性
を
辿た

ど

る
事
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
。
ア
ラ
デ
ィ
ン
の
ラ
ン
プ

は
物
語
り
の
伝
え
る
通
り
、
宙
に
浮
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
様
な
自
由
を
、⑤
所
謂
自
由
思
想
家
達
の
頭
脳
に
棲す

ん
で
い
る
自
由
と
取
違
え
ま
い
。
彼
等

― 24 ―（国― 10）

問
10

傍
線
部
Ｅ
「
糊こ

を
し
の
ぐ
」
の
空
欄
に
入
れ
る
の
に
、
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

18

○1

効

○2

功

○3

巧

○4

口

○5

高

― 25 ―（国― 9）



問
7

次
に
あ
げ
る
文
は
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
す
。
戻
す
べ
き
適
切
な
箇
所
を
、
本
文
中
の
〔
○1
]〜
[○5
〕
の
箇
所
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

15

つ
ま
り
伝
統
は
、
あ
る
意
味
で
は
危
機
の
時
代
の
産
物
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。

問
8

傍
線
部
Ｃ
「
突
拍
子
も
な
い
」
の
意
味
と
し
て
最
も
遠
い
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

16

○1

調
子
は
ず
れ
な

○2

途
方
も
な
い

○3

度
外
れ
た

○4

仮
借
な
い

○5

大
そ
れ
た

問
9

傍
線
部
Ｄ
「
岡
倉
天
心
」
が
日
本
人
の
美
意
識
と
文
化
を
英
文
で
解
説
し
た
有
名
な
著
作
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

17

○1

武
士
道

○2

陰
翳
礼
讃

○3

金
閣
寺

○4

羅
生
門

○5

茶
の
本

― 26 ―（国― 8）

問
4

傍
線
部
Ａ
「
そ
の
た
め
」
の
指
示
す
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

12

○1

あ
る
表
現
様
式
が
安
定
し
て
継
続
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め

○2

絵
画
の
世
界
に
お
い
て
、
型
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め

○3

画
家
は
先
輩
や
師
匠
の
作
品
を
通
し
て
自
然
を
見
る
た
め

○4

画
家
は
窓
を
通
し
て
生
の
自
然
を
観
察
す
る
事
が
あ
る
た
め

○5
「
見
る
」
こ
と
は
絵
画
の
表
現
様
式
の
比
喩
で
は
な
い
た
め

問
5

傍
線
部
Ｂ
「
先
輩
や
師
匠
」
た
ち
の
作
品
、
は
後
生
の
芸
術
家
に
と
っ
て
一
言
で
言
い
換
え
る
と
何
な
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5

の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

13

○1

見
本

○2

標
本

○3

手
枷か

せ

○4

手
本

○5

拓
本

問
6

傍
線
部
ⓐ
〜
ⓔ
に
使
わ
れ
て
い
る
助
動
詞
「
れ
る
」「
ら
れ
る
」
の
意
味
は
普
通
「
受
身
・
尊
敬
・
可
能
・
自
発
」
に
分
類
さ
れ
る
。
傍
線
部
ⓐ
〜
ⓔ

の
う
ち
「
尊
敬
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

14

○1

ⓐ

○2

ⓑ

○3

ⓒ

○4

ⓓ

○5

ⓔ

― 27 ―（国― 7）



問
2

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅴ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

（
選
択
肢
重
複
使
用
不
可
）解

答
番
号

Ⅰ

6

Ⅱ

7

Ⅲ

8

Ⅳ

9

Ⅴ

10

○1

写
実
的

○2

理
想
主
義
的

○3

技
術
的

○4

視
覚
的

○5

集
約
的

問
3

空
欄

Ｘ

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
句
を
、
次
の
○1
〜
○5
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

11

○1

人
は
「
先
輩
や
師
匠
」
が
そ
う
見
た
よ
う
に
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○2
「
先
輩
や
師
匠
」
は
人
が
そ
う
見
た
よ
う
に
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○3

人
は
「
見
る
」
こ
と
す
ら
も
「
先
輩
や
師
匠
」
か
ら
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。

○4

人
は
「
先
輩
や
師
匠
」
が
そ
う
見
た
よ
う
に
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○5
「
先
輩
や
師
匠
」
は
人
が
そ
う
見
た
よ
う
に
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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問
1

傍
線
部
㋐
〜
㋔
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
傍
線
部
○1
〜
○4
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

解
答
番
号

1

〜

5

㋐

コ
ン
沌

1

○1

コ
ン
成
チ
ー
ム

○2

コ
ン
虫
採
集

○3

痛
コ
ン
の
極
み

○4

コ
ン
親
会
に
出
る

㋑

対
シ
ョ
ウ

2

○1

シ
ョ
ウ
明
器
具

○2

平
和
の
シ
ョ
ウ
徴

○3

二
人
シ
ョ
ウ
代
名
詞

○4

車
が
故
シ
ョ
ウ
し
た

㋒

セ
ツ
劣

3

○1

釈
迦
に
セ
ッ
法

○2

経
費
セ
ツ
約

○3

セ
ツ
続
詞
を
使
う

○4

セ
ッ
著
の
進
呈

㋓

コ
定4

○1

わ
が
国
コ
有
の
領
土

○2

コ
人
主
義
の
尊
重

○3

コ
郷
に
帰
る

○4

コ
大
妄
想

㋔

シ
ュ
ウ
知

5

○1

シ
ュ
ウ
恥
心

○2

一
般
大
シ
ュ
ウ

○3

円
シ
ュ
ウ
率

○4

シ
ュ
ウ
穫
の
秋

― 2 9―（国― 5）



す
な
わ
ち
、
日
本
の
美
術
史
に
お
い
て
、「
伝
統
」
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
古
来
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
一
定
の
表
現
様
式
と
い
う
も
の
は
、「
伝
統
」
が
自
覚
さ
れ
る
前
に
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
あ
る
種
の

役
割
を
果
た
し
て
は
き
た
。
し
か
し
、「
伝
統
」
の
自
覚
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
役
割
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
伝
統
」
の
自
覚
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
単
に
形
式
的
に
過
去
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
は
や
は
り
不
充
分
で
あ
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
高
階
秀
爾
「
近
代
美
術
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
」）
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い
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｃ
突
拍
子
も
な
い
制
服
に
は
、
さ
す
が
変
革
に
は
い
い
加
減
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
明
治
人
た
ち
も
び
っ
く
り
し
た
と
見
え
、
教
職
員
の

な
か
に
は
、
こ
ん
な
姿
で
街
頭
は
歩
け
な
い
と
い
っ
て
、
学
校
の
近
く
の
知
人
の
家
に
制
服
を
預
け
て
お
き
、
登
校
と
下
校
の
際
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
こ
に
立
ち

寄
っ
て
着
替
え
を
す
る
と
い
う
者
ま
で
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
奈
良
朝
風
制
服
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
美
術
学
校
幹
事
（
後
に
校
長
）
の
Ｄ
岡
倉
天
心
の
発
案
で
、
制
服
姿
で
人
前
に
出
る
の
を
嫌
が
っ
た
者
も
い

る
と
い
う
の
に
、
天
心
だ
け
は
大
得
意
で
こ
の
服
を
身
に
つ
け
、
足
に
は
あ
ざ
ら
し
の
靴
を
は
い
て
馬
に
乗
っ
て
登
校
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
制
服
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
現
在
も
芸
術
大
学
校
内
に
残
っ
て
い
る
天
心
の
像
を
み
れ
ば
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

〈
中
略
〉

こ
れ
ら
の
逸
話
が
示
し
て
い
る
の
は
、
創
立
当
初
の
東
京
美
術
学
校
に
は
、
遠
い
昔
で
あ
る
天
平
時
代
を
一
つ
の
範
例
と
見
て
、
そ
こ
に
戻
ろ
う
と
す
る

強
い
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
際
、
天
平
時
代
が
は
た
し
て
日
本
美
術
史
の
最
良
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
さ
し
あ

た
り
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
そ
こ
に
理
想
化
さ
れ
た
過
去
に
対
す
る
憧
れ
と
、
そ
の
過
去
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
決
意
と
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
復
古
主
義
」
と
呼
ん
で
も
、「
反
動
」
と
い
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
今
日
わ
れ
わ
れ
が
伝
統
と
い
う
こ
と
ば
で
呼
ぶ

あ
る
種
の
意
識
が
そ
こ
に
働
い
て
い
た
こ
と
だ
け
は
否
定
で
き
な
い
。
奈
良
朝
の
衣
服
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
一
見
美
術
と
は
お
よ
そ
関
係
の
な
い
よ
う
な

こ
と
に
一
生
懸
命
熱
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
彼
ら
の
あ
い
だ
に
明
確
な
伝
統
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
裏
書
き
し
て
い
る
。
衣
裳
と
か

風
俗
習
慣
の
よ
う
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
は
、
い
っ
た
ん
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
は
や
ふ
た
た
び
復
活
し
な
い
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
明
治
の
時
代
と
い
え
ど
も
、
丁
髷

ち
ょ
ん
ま
げ

や
お﹅

は﹅

ぐ﹅

ろ﹅

を
伝
統
の
名
の
も
と
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
代
に
伝
統
の
意
識
が
急
速
に
強
ま
っ
て
き
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
以
前
に
伝
統
が
失
わ
れ
そ
う
な
危
機
の
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
い
や
そ
の
時
に
は
お
そ
ら
く
「
伝
統
」
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
古
い
も
の
が
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
「
伝
統
」
と

い
う
意
識
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
明
治
九
年
に
工
部
美
術
学
校
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
十
五
年
（
彫
刻
部
は
十
六
年
）
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
は
、

文
字
通
り
洋
画
家
た
ち
は
我
が
世
の
春
を
謳
歌
し
て
お
り
、
逆
に
日
本
画
家
の
方
が
食
う
や
食
わ
ず
の
悲
惨
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
絵
が
売
れ
な
い
の
で

橋
本
雅
邦
が
一
つ
一
銭
で
三
味
線
の
駒
を
つ
く
っ
た
り
、
狩か

野の
う

芳ほ
う

崖が
い

が
安
物
の
陶
器
の
絵
付
け
を
し
た
り
し
て
や
っ
と
Ｅ
糊

を
し
の
い
で
い
た
と
い
う
の

は
、
こ
の
頃
の
話
で
あ
る
。

〈
中
略
〉
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に
ⓐ
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
単
に
無
意
識
の
ま
ま
受
け
ⓑ
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
伝
承
と
ⓒ
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
伝
統
で
は
な

い
。
伝
統
は
、
そ
れ
と
ⓓ
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
伝
統
と
な
る
。
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
一
つ
の
モ
デ
ル
、
な
い
し
は
手
本
と

し
て
意
識
さ
れ
た
時
に
伝
統
と
い
う
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。〔
○3
〕

し
た
が
っ
て
伝
統
と
い
う
こ
と
ば
に
は
つ
ね
に
幾
分
か

Ⅴ

な
憧
れ
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
ⓔ
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
人
は
自
分
が
現
在
と
っ
ぷ
り
と
そ

の
な
か
に
ひ
た
っ
て
少
し
も
不
自
然
と
感
じ
な
い
も
の
を
あ
ら
た
め
て
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
て
ほ
と
ん
ど
生
活
の
一
部
と

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
ら
た
め
て
強
く
意
識
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
失
わ
れ
た
時
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
失
わ
れ
よ
う
と
い
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
時
で
あ
る
。〔
○4
〕

事
実
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
戦
後
の
絵
画
運
動
の
重
要
な
出
発
点
と
な
っ
た
「
フ
ラ
ン
ス
伝
統
の
青
年
画
家
」
グ
ル
ー
プ
は
、
ド
イ
ツ
軍
占
領
下
の
パ
リ

に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
ド
イ
ツ
軍
の
総
司
令
部
の
す
ぐ
裏
の
小
さ
な
画
廊
で
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
の
身
に
危
険
が
及
ぶ
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を

承
知
の
上
で
、
旗
上
げ
の
展
覧
会
を
催
し
た
。
こ
の
「
フ
ラ
ン
ス
伝
統
の
青
年
画
家
」
展
が
、
戦
後
の
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
メ
」
の
母
胎
と
な
っ
た
こ
と
は
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、「
サ
ロ
ン
・
ド
・
メ
」
が
大
き
な
成
功
を
収
め
、
そ
こ
に
名
を
連
ね
る
こ
と
が
最
高
の
名
誉
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
時
、
人
び
と
は
そ
こ
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
様
式
を
伝
統
と
い
う
こ
と
ば
で
は
呼
ば
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
」
と
呼
ば
れ
た
の

で
あ
る
。〔
○5
〕

わ
が
国
に
お
い
て
、
美
術
に
お
け
る
伝
統
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
明
治
の
変
革
期
に
お
い
て
で
あ
る
。
御
一
新

は
、
美
術
の
み
な
ら
ず
、
政
治
、
経
済
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
新
し
い
西
欧
的
近
代
の
輸
入
を
も
た
ら
し
、
急
激
な
変
化
を
招
い
た
が
、
美
術
の
分
野

で
は
、
明
治
十
年
代
の
後
半
頃
か
ら
、
こ
の
極
端
な
西
欧
化
に
対
す
る
反
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
明
治
二
十
二
年
の
東
京
美
術
学
校
創
立
に
集

約
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
復
古
主
義
」
の
時
代
を
迎
え
る
。㋔
シ
ュ
ウ
知
の
よ
う
に
、
創
立
当
初
の
東
京
美
術
学
校
は
絵
画
科
は
日
本
画
し
か
認
め
ず
、
当

時
よ
う
や
く
少
数
の
人
び
と
の
あ
い
だ
に
定
着
し
か
け
て
い
た
洋
画
（
油
彩
画
）
は
完
全
に
締
め
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
教
室
も
、
日
本
画
や
木
彫
、
工

芸
を
教
え
る
必
要
上
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
普
通
の
学
校
教
室
と
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
、
畳
敷
き
か
板
の
間
、
あ
る
い
は
平
土
間
で
寒
い
時
や

膠に
か
わ

を
熔と

か
す
必
要
が
あ
る
時
は
、
そ
こ
に
焼
物
の
大
火
鉢
を
持
ち
込
む
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
当
時
の
人
び
と
を
驚
か
せ
た
の
は
、
そ
の
制
服
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
美
術
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
天
平
時
代
を
偲し

の

ぶ
た
め
、
教
師
も
学
生
も
、

奈
良
朝
の
朝
服
を
制
服
と
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
教
職
員
は
学
生
と
区
別
す
る
た
め
エ
ビ
色
の
綾あ

や

羅ラ

紗シ
ャ

、
学
生
は
黒
羅
紗
の
生
地
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
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問
次
の
Ａ
と
Ｂ
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

Ａ
「
画
家
は
窓
を
通
し
て
自
然
を
見
る
の
で
は
な
い
。
先
輩
や
師
匠
の
作
品
を
通
し
て
見
る
の
だ
」

と
い
っ
た
の
は
、
美
術
史
家
と
し
て
、
ま
た
、
批
評
家
と
し
て
有
名
な
イ
タ
リ
ア
の
故
リ
オ
ネ
ル
ロ
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
で
あ
る
。
美
術
の
全
歴
史
は
、

お
そ
ら
く
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
の
こ
の
一
句
の
な
か
に
、

Ⅰ

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
場
合
、「
見
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
絵
画
の
表
現
様

式
の
比
喩

ひ

ゆ

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
文
字
通
り

Ⅱ

映
像
世
界
を
も
意
味
す
る
。
人
は
「
見
る
」
こ
と
す
ら
も
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、

Ⅹ

わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
の
家
の
窓
か
ら
遠
く
広
が
る
自
然
の
景
観
を
眼
の
あ
た
り
に
す
る
時
、
い
わ
ば
嬰え

い

児じ

の
よ
う
な
捉
わ
れ
な
い
眼
で
、
あ
り
の
ま
ま
に
見

て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
だ
が
も
し
ほ
ん
と
う
に
嬰
児
の
眼
に
写
る
世
界
を
そ
の
ま
ま
白
日
の
も
と
に
さ
ら
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
は

お
そ
ら
く
た
だ
㋐
コ
ン
沌と

ん

し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
秩
序
を
あ
た
え
、
対
㋑
シ
ョ
ウ
を
明
確
に
認
識
さ
せ
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
先
輩
や
師
匠
」
た
ち

の
「
眼
」
な
の
で
あ
る
。〔
○1
〕

絵
画
の
世
界
に
お
い
て
、
あ
る
表
現
様
式
が
つ
ね
に
安
定
し
て
継
続
す
る
傾
向
が
あ
る
の
は
、Ａ
そ
の
た
め
で
あ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
は
、
ほ
と
ん

ど
三
千
年
も
の
あ
い
だ
、
顔
と
下
半
身
は
横
向
き
で
上
半
身
は
正
面
向
き
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
不
自
然
な
人
間
像
を
描
き
続
け
た
。
し
か
も
そ

の
横
顔
に
は
、
ご
丁
寧
に
正
面
か
ら
見
た
眼
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
「
不
自
然
な
」
人
間
表
現
を
、
彼
ら
の

Ⅲ

未
熟
さ
の
せ
い
に
す
る
の
は
か
な
ら
ず
し
も
あ
た
ら
な
い
。
動
物
た
ち
を
描
き
出
す
時
の
彼
ら
の
写
実
的
表
現
力
は
、
そ
の
後
の
美
術
史
上
の
ど

の
よ
う
な
作
品
と
く
ら
べ
て
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
く
ら
い
見
事
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
表
面
視
と
側
面
視
と
を
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
た

よ
う
な
人
間
像
を
描
い
た
の
は
、
技
術
が
㋒
セ
ツ
劣
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
事
実
そ
の
よ
う
に
人
間
を
「
見
て
」
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
三
千
年
も

の
長
い
あ
い
だ
そ
の
よ
う
に
「
見
て
」
い
た
の
は
、
彼
ら
が
い
ず
れ
も
Ｂ
「
先
輩
や
師
匠
」
た
ち
の
作
品
を
通
し
て
人
間
を
見
る
こ
と
を
学
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
の
あ
の
様
式
化
さ
れ
た
人
間
像
は
、
実
は
そ
れ
な
り
に
き
わ
め
て

Ⅳ

な
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。〔
○2
〕

こ
の
よ
う
に
先
輩
か
ら
後
輩
へ
、
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
㋓
コ
定
し
た
様
式
は
、
伝
統
を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
実

は
そ
れ
だ
け
で
は
伝
統
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
伝
統
に
歴
史
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
歴
史
は
そ
の
ま
ま
伝
統
で
は
な
い
。
桑
原
武
夫
氏
が
か
つ
て
正
当
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1 
 

二
〇
二
五
年
度 

宝
塚
大
学 

東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部 

一
般
選
抜 

三
期 

（
二
〇
二
五
年 

三
月 

八
日
） 

   
 

小 

論 
文 

  

試 

験 

（９
０
分
）  

  

注 

意 

事 

項 

１ 

試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

解
答
用
紙
に
は
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
受
験
番
号
欄 

受
験
番
号
（
数
字
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
氏

名

欄 

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３ 

こ
の
問
題
冊
子
は
４
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。 

問
題
が
記
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
は
３
ペ
ー
ジ
で
す
。 

４ 

試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚
れ

等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

５ 

問
題
冊
子
の
余
白
等
は
適
宜
利
用
し
て
よ
い
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ
も
切
り
離
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

６ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
に
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
、
縦
書
き
で
記
述
し
て 

く
だ
さ
い
。 

７ 

試
験
開
始
後
、
こ
の
問
題
冊
子
の
左
欄
に
も
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

試
験
終
了
後
、
解
答
用
紙
及
び
問
題
冊
子
は
回
収
し
ま
す
。 

      

受
験
番
号 

S 

 

 

 

 

 

 

 



3 

小
論
文

試
験
問
題

次
の
問
題
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
問
題

図
1

趣
味
・
娯
楽
の
内
容
別
行
動
者
率
、
平
均
行
動
日
数
に
関
す
る
グ
ラ
フ
を
参
照
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野
に

お
け
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
、
今
後
よ
り
多
く
の
人
に
作
品
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
す
る
べ
き

か
理
由
を
含
め
800
字
以
内
で
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kondankaito/yushikisyakaigi/02/pdf/94013101_05.pdf 

『
文
化
庁

文
化
芸
術
関
連
デ
ー
タ
集

令
和6

年3

月
【
令
和
５
年
度
第2

版
】
』
よ
り

図1

の
趣
味
・
娯
楽
の
内
容
別
行
動
者
率
、
平
均
行
動
日
数
に
関
す
る
グ
ラ
フ

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kondankaito/yushikisyakaigi/02/pdf/94013101_05.pdf


1 
 

 
二
〇
二
五
年
度 

宝
塚
大
学 

東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部 

三
年
次
編
入
選
抜
（
二
〇
二
五
年 

二
月 

二
日
） 

   
 

小 

論 

文 
試 
験 

（
６
０
分
）  

  

注 

意 

事 

項 

１ 

試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

解
答
用
紙
に
は
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
受
験
番
号
欄 

受
験
番
号
（
数
字
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
氏

名

欄 

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３ 

こ
の
問
題
冊
子
は
４
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。 

問
題
が
記
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
は
３
ペ
ー
ジ
で
す
。 

４ 

試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚
れ

等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

５ 

問
題
冊
子
の
余
白
等
は
適
宜
利
用
し
て
よ
い
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ
も
切
り
離
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

６ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
に
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
、
縦
書
き
で
記
述
し
て 

く
だ
さ
い
。 

７ 

試
験
開
始
後
、
こ
の
問
題
冊
子
の
左
欄
に
も
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

試
験
終
了
後
、
解
答
用
紙
及
び
問
題
冊
子
は
回
収
し
ま
す
。 

     

受
験
番
号 

S 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

小
論
文 
試
験
問
題 

  

次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。 

 

■
問
題 

 

あ
な
た
は
大
学
生
と
な
り
、
自
分
が
制
作
し
た
作
品
の
個
展
を
開
催
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
予
約
し
、

展
示
計
画
も
考
え
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
に
展
示
を
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
展
示
の

広
報
を
行
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
広
報
を
行
い
ま
す
か
？
効
果
的
か
つ
実
現
可
能
性
の
高
い
手
法
を
考

え
、
800
字
以
内
で
述
べ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
条
件
は
（
１
）

SNS
は
使
用
し
な
い
（
２
）
予
算
は
10
万
円
程
度
を
想

定
と
し
ま
す
。 

 



1 
 

  

二
〇
二
五
年
度 

宝
塚
大
学 

東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部 

総
合
型
選
抜[
留
学
生]

一
期 

（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
十
三
日
） 

   
 

作 

文
（文 

章 
表 

現
） 

試 

験 

（
６
０
分
）  

  

注 

意 

事 

項 

１ 

試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

解
答
用
紙
に
は
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
受
験
番
号
欄 

受
験
番
号
（
数
字
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
氏

名

欄 

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３ 

試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚
れ

等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

４ 

問
題
冊
子
の
余
白
は
適
宜
下
書
き
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

５ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
に
鉛
筆
又
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
縦
書
き
で
記
述
し
て
く
だ
さ

い
。 

６ 

試
験
開
始
後
、
こ
の
問
題
冊
子
の
左
欄
に
も
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

試
験
終
了
後
、
解
答
用
紙
及
び
問
題
冊
子
は
回
収
し
ま
す
。 

      

受
験
番
号 

S 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

 

作
文 (
文
章
表
現) 

試
験
問
題 

  

次
の
問
題
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
問
題 

  
 

漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
は
、
油
絵
や
彫
刻
な
ど
の
一
般
芸
術
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？
制
作
方
法
、
表
現
方
法
、
鑑
賞
方
法
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
あ
な
た
の
意
見
を
400
文
字
以
内
で
述
べ
な
さ

い
。 

 
 



1 
 

  

二
〇
二
五
年
度 

宝
塚
大
学 

東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部 

総
合
型
選
抜[
留
学
生]

二
期 

（
二
〇
二
四
年
十
二
月
一
五
日
） 

   
 

作 

文
（文 

章 
表 

現
） 

試 

験 

（
６
０
分
）  

  

注 

意 

事 

項 

１ 

試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

解
答
用
紙
に
は
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
受
験
番
号
欄 

受
験
番
号
（
数
字
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
氏  

名  

欄 

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３ 

こ
の
問
題
冊
子
は
４
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。 

 
 

問
題
が
記
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
は
３
ペ
ー
ジ
で
す
。 

４ 

試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚
れ

等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

５ 

問
題
冊
子
の
余
白
は
適
宜
下
書
き
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

６ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
に
鉛
筆
又
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
縦
書
き
で
記
述
し
て
く
だ
さ

い
。 

７ 

試
験
開
始
後
、
こ
の
問
題
冊
子
の
左
欄
に
も
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

試
験
終
了
後
、
解
答
用
紙
及
び
問
題
冊
子
は
回
収
し
ま
す
。 

    

受
験
番
号 

S 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

 

作
文 (
文
章
表
現) 

試
験
問
題 

  

次
の
問
題
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
問
題 

 

よ
い
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
を
生
み
出
す
た
め
に
、
失
敗
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
賛
成
で
す
か
、
反

対
で
す
か
。
あ
な
た
の
主
張
、
そ
の
主
張
を
裏
付
け
る
根
拠
及
び
結
論
を
含
め
て
400
文
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

 
 



1 
 

 
二
〇
二
五
年
度 

宝
塚
大
学 

東
京
メ
デ
ィ
ア
芸
術
学
部 

総
合
型
選
抜 [

留
学
生]

三
期 

（
二
〇
二
五
年
二
月
二
十
二
日
） 

   
 

作 

文
（文 
章 
表 

現
） 

試 

験 

（
６
０
分
）  

  

注 

意 

事 

項 

１ 

試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

２ 

解
答
用
紙
に
は
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
受
験
番
号
欄 

受
験
番
号
（
数
字
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
氏

名

欄 

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

３ 

こ
の
問
題
冊
子
は
４
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。 

 
 

問
題
が
記
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
は
３
ペ
ー
ジ
で
す
。 

４ 

試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚
れ

等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

５ 

問
題
冊
子
の
余
白
は
適
宜
下
書
き
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

６ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
に
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
縦
書
き
で
記
述
し
て 

く
だ
さ
い
。 

７ 

試
験
開
始
後
、
こ
の
問
題
冊
子
の
左
欄
に
も
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

試
験
終
了
後
、
解
答
用
紙
及
び
問
題
冊
子
は
回
収
し
ま
す
。 

     

受
験
番
号 

S 

 

 

 

 

 

 

 



3 

作
文 (
文
章
表
現) 

試
験
問
題

次
の
問
題
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
問
題

「
他
人
の
模
倣
を
す
る
と
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
な
く
な
る
」
と
言
う
人
と
、
「
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
模

倣
し
て
こ
そ
生
ま
れ
る
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
立
場
を
支
持
し
ま
す
か
。
あ
な
た
の
主
張
、
そ

の
主
張
を
裏
付
け
る
根
拠
を
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
400
文
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。
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